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注：     は交換部品を示す。 

基準不適合発生箇所 
燃料タンクに溶着されているベントパイプの取り付けが不適切なため、当該燃料タンクの

膨張・収縮の繰り返しにより、ベントパイプの取り付け部に亀裂が入ることがある。

そのため、タンク内の燃料が多い場合、燃料が漏れるおそれがある。 

改善の内容 
全車両、ベントパイプの取り付け部を点検し、取り付け部に亀裂があるものは

燃料タンクを良品と交換する。 

識別：フーエル・フィラーリッドの内側に白色のペイントを塗布する 
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